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第２章 公共空間の利活用の取組に係る先進事例を紹介する場の企画・

運営による知見の収集・整理 

２-１ 官民ボーダーレスまちづくりミーティングの企画 

官民連携で公共空間の利活用に取り組む先進的な団体等と連携し、活用等を紹介する場

として、都市再生推進法人の第 4回目となる「官民ボーダーレスまちづくりミーティン

グ」を企画した。 

（１） 目的 

本企画は、国土交通省主催「都市再生推進法人等会議」及び全国エリアマネジメントネ

ットワーク主催「全国エリマネ会議」が発展した合同企画となるもので、国土交通省が平

成 28 年より推進する国土交通省生産性革命プロジェクトの 1つである、「官民ボーダーレ

スの都市空間創造」の推進を目的とする。 

■官民ボーダーレスの都市空間創造 プロジェクト 

「民」の力を生かし、地域の課題の解決、エリアの価値の向上（エリアマネジメント）

に取り組んでいくため、都市空間のボーダーレス化を促進。人材が集積・交流する空間

の創出など、イノベーションが創発される環境形成を通じ、新たな経済活動、付加価値

を生み出し、魅力と競争力を備えた都市空間を創造、都市の生産性等の向上を図る。 

＊公共空間を民間経済活動の場に開放 

＊民間空間での公共的機能の発揮 

＊都市開発を通じたイノベーション空間の創出 

 

企画にあたっては、公共的空間の利活用に関わる多様な人の参画と協働による「人」

「空間」「場所」という 3つのボーダーレスの視点から、取組みを検討した。 

公共的空間 公的に整備された空間に限らず、一般に開放された公共性の高い空間

も含む 

3 つのボーダー

レスの視点 

まちづくりの担い手や立場を意味する【人】、公共空間や民間空間、

場の共有を意味する【空間】、東京や地方といった【場所】、これらの

垣根を越えた連携を図る 

ⅰ）官民連携で公共的空間の利活用に係る活動を紹介し、知見の収集を行う。 

①まちづくりの現場の共有 

 実際に官民連携で公共空間を活用している主体（企業・まちづくり組織等）

及び学識経験者を交えて意見交換を行う。 

 都市再生推進法人を対象としたポスターセッションを開催する。 
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ⅱ）官民連携で公共的空間の利活用に取り組む先進的な団体等が連携できる関係づくりを行う。 

②Web 中継による多地点同時開催により地方と地方をつなぐ意見交換 

 メイン会場（東京）、サテラ

イト会場（地方３箇所）を

Web 中継し、多地点において

同時開催及び同じテーマで意

見交換を行う。 

③Web アンケート 

 メイン・サテライト会場に来

場した方達を対象とし、議題

を投げかけ、スマートフォン

等を使用して投票を行う Web

アンケート手法を用いながら

意見交換を進める。 

ⅲ）官民連携で公共的空間の利活用を行う

社会的役割・意義を認識し、活用の普及・促進を行う。 

④産学官民の各専門家の意見交換 

 

（２） 開催概要 

【 開催日 】平成 31 年 1 月 28 日（月） 

【 時間 】14：00～18：00（12：30 受付開始） 

    東京会場ポスターセッション 13：00～ 

【 共催 】国土交通省都市局、全国エリアマネジメントネットワーク 

【開催場所】メイン会場：東京会場 

御茶ノ水ソラシティ ２Ｆソラシティホール 

（〒101-0062 東京都千代田区神田駿河台 4－6） 

   サテライト会場：札幌会場 

さっぽろ創世スクエア 札幌市民交流プラザ 札幌市図書・情報館 

（〒060-0001 札幌市中央区北 1条西 1丁目） 

福井会場 

リノベーションダンスホール 桃源郷 

（〒910-0006 福井県福井市中央 1丁目 22-7 ニシワキビル 3階） 

           山口宇部会場 

クリエイティブコンテナ 

（〒755-0045 宇部市中央町 3-8-20） 
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【 登壇者 】 

モデレーター 

  広島修道大学人文学部講師                 田坂 逸朗 氏 

コメンテーター 

  建築家、㈱オープン・エー代表取締役            馬場 正尊 氏 

  ㈱バルニバービ代表取締役社長               佐藤 裕久 氏 

  法政大学現代福祉学部教授、全国ｴﾘｱﾏﾈｼﾞﾒﾝﾄﾈｯﾄﾜｰｸ副会長   保井 美樹 氏 

  国土交通省都市局まちづくり推進課長            佐藤 守孝 氏 

サテライト会場メインレポーター 

  札幌会場  札幌大通まちづくり㈱代表取締役統括部長    服部 彰治 氏 

  福井会場  まちづくり福井㈱代表取締役社長        岩崎 正夫 氏 

  山口宇部会場  山口大学大学院創成科学研究科助教     小林 剛士 氏 

 

【タイムテーブル】 

12：30 メイン会場受付開始 

13：30 サテライト会場受付開始 

14：00 開会 

 前半トークセッション「今を学ぶ・知る」 

（10 分間） 休憩 

 後半トークセッション「未来を語る」 

18：00 閉会 

 

【開催周知】 

■地方公共団体・都市再生推進法人・全国ｴﾘｱﾏﾈｼﾞﾒﾝﾄﾈｯﾄﾜｰｸ会員・地方整備局 

事務連絡発出 平成 30 年 11 月 9 日（金）～ 

申込み締切 平成 30 年 12 月 21 日（金） 

■一般 

 募集ＨＰ掲載 平成 30 年 12 月 21 日（金）～ 

  申込み締切 平成 31 年 1 月 18 日（金） 
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（３） サテライト会場となる地域の検討 

Web 中継をつないだ意見交換を行うため、東京以外の地方を対象にサテライト会場とな

る地域の検討を、以下の点に考慮して行った。 

 

＜サテライト会場設置の目的＞ 

①これまでは東京 1会場での開催だったため、参加者への負担が大きかったが、メイン

会場の他にも地方へサテライト会場を設けることで、遠方からの参加者負担を軽減

し、気軽な参加を促す。 

②Web 中継とする利点として、遠隔地の映像・音声等をリアルタイムで共有できること

が挙げられる。サテライト会場の運営を今回の開催テーマである「公共空間利活用」

に関する活動をしている団体とすることで、活きた情報や雰囲気を臨場感ある形で共

有する。 

 

検討の視点 

①各地からの参加のしやすさを考慮し、開催エリアが集中しないようにする 

②公共的な空間を活用し、特色あるまちづくり・活動を行っている団体がいる 

③各地の活動の規模や段階・内容が似通わないようにする 

 

■北海道札幌市 

＜活動団体＞ 

●札幌大通まちづくり株式会社 [都市再生推進法人] 

●札幌駅前通まちづくり株式会社 

●一般社団法人さっぽろ下町づくり社 

＜組織の特徴＞ 

・平成 23 年 都市再生推進法人 第一号として指定

（札幌大通まちづくり株式会社） 

・3つのまちづくり会社が地区毎の特性を活かして活動 

・収益性を持った事業を実施 

＜関係する公共的空間＞ 

・大通すわろうテラス 

・チカホ 

・アカプラ 

・コバルドオリ  
【大通すわろうテラス】 

【アカプラ】 
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■福井県福井市 

＜活動団体＞ 

●まちづくり福井株式会社 [都市再生推進法人]  

＜組織の特徴＞ 

・中心市街地活性化法に基づく TMO（タウンマネジメ

ント機関）として、福井市・福井商工会議所・地元

商業者によって発足 

・平成 25 年 都市再生推進法人指定 

・福井駅周辺中心市街地の活性化を担う 

・リノベーションまちづくりを推進 

＜関係する公共的空間＞ 

・駅前交流施設（ハピテラス、ハピリンホール） 

・リノベーション物件 

・響きのホール 

・商店街歩行者空間 

・新栄テラス 

 

■山口県宇部市 

＜活動団体＞ 

●若者クリエイティブコンテナ（YCCU） 

＜組織の特徴＞ 

・官・学・民の 3者が連携して活動 

・地元の学生がまちづくりに参画 

・民地を市が借地し、広場として活用 

＜関係する公共的空間＞ 

・若者クリエイティブコンテナ 

・民地を活用したしばふ広場 

 

 

  

【ハピテラス】 

【福井駅西口商店街歩行者空間】 

【若者クリエイティブコンテナ】 

【しばふ広場】 
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■サテライト会場 まちづくり団体の概要 
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■サテライト会場の団体が関係する公共的空間の概要 

＜札幌＞ 
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＜札幌＞ 

 

＜福井＞ 
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＜福井＞ 
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＜山口宇部＞ 
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（４） 登壇者（東京会場）の検討 

東京会場でトークセッションを展開する登壇者は、以下の点に考慮して検討を行った。 

 

検討の視点 

①産・官・学・民、立場の異なる専門家によるトークセッションを展開 

②今回のテーマである「公共空間の利活用」に関連した取組み等を行っている・関係し

ている 

■モデレーター 

  田坂逸朗 氏  広島修道大学審文学部講師 

■コメンテーター 

 【産】佐藤裕久 氏  株式会社バルニバービ代表取締役社長 

 【官】佐藤守孝 氏  国土交通省まちづくり推進課長 

 【学】保井美樹 氏  法政大学現代福祉学部教授、全国ｴﾘｱﾏﾈｼﾞﾒﾝﾄﾈｯﾄﾜｰｸ副会長 

 【民】馬場正尊 氏  建築家、株式会社オープン・エー代表取締役 

 

＜モデレーター＞ 

田坂逸朗 氏 （タサカ イツオ ／  Itsuo Tasaka） 

広島修道大学 ひろしま未来協創センター 専任講師／県立広

島大学経営専門大学院非常勤講師 

We Love 天神協議会でエリマネのファシリテーターを担う等、組織改革、産学官連

携、市民協働の分野でファシリテーターとして活躍中。 
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＜コメンテーター＞ 

【民】 

馬場正尊 氏 （ババ マサタカ ／ Masataka Baba） 

建築家／株式会社オープン・エー 代表取締役／東京 R不動産 

ディレクター／公共 R不動産 ディレクター／REWORK 編集長／東

北芸術工科大学 教授／株式会社 nest 代表／株式会社インザパー

ク 代表 

ウェブメディア『団地 R不動産』(2011-)、『公共 R不動産』(2015-)、『REWORK』

(2017-)を運営。2017 年より沼津市公園内の宿泊施設『INN THE PARK』を運営。 

【産】 

佐藤裕久 氏 （サトウ ヒロヒサ ／  Hirohisa Sato） 

株式会社バルニバービ 代表取締役社長 

好立地とはいえない場所にポテンシャルを見出し、食をベースに中心市街地活性化、

観光拠点創出など様々な地方自治体との連携ﾌﾟﾛｼﾞｪｸﾄに参画。 

【学】 

保井 美樹 氏 （ヤスイ ミキ ／ Miki Yasui） 

法政大学 現代福祉学部 教授 

エリアマネジメント、官民連携まちづくりを専門とし、研究の傍ら各地でまちづくり

の支援を行う。 

【官】 

佐藤守孝 氏 （サトウ モリタカ ／  Moritaka Sato） 

国土交通省都市局まちづくり推進課長 

都市再生推進法人制度をはじめ、時代のニーズに対応した官民連携のまちづくりに向

けた施策を展開。   
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（５） 開催会場の検討 

メイン会場、サテライト会場となる開催場所は、以下の点に考慮して検討を行った。 

 

東京会場 サテライト会場 

①各地からの交通アクセス性の良さ 

②一定数の収容人数を確保できる 

③中継を行うためのインターネット・機材

環境が整っている 

④シンポジウム後の交流会を近場で行うこ

とができる 

①各地からの交通アクセス性の良さ 

②公共空間の利活用に関連するもので、リ

アルな活動の場を中継で伝えることがで

きる 

③中継を行うためのインターネット・機材

環境が整っている 

 

■東京会場 

御茶ノ水ソラシティ ２Ｆソラシティホール 

（〒101-0062 東京都千代田区神田駿河台 4－6） 

＜アクセス＞ 

JR 中央・総武線「御茶ノ水駅」聖橋口から徒歩 1分 

東京メトロ千代田線「新御茶ノ水」駅直結 

＜会場の特徴＞ 

都心からのアクセスが良く、ホール・テラスルームは

片面ガラス張りで開放的な空間。ロビー部分を含め 2階

フロア全体を利用することができ、ポスターセッショ

ン・シンポジウム・交流会を同一会場で実施することが

可能。 

 

 

 

 

 

 

  
③sola city Hall 

②Reception Hall 

④Terrace Room 

①ロビー 
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■札幌会場 

さっぽろ創世スクエア 札幌市民交流プラザ 札幌市図書・情報館 

（〒060-0001 札幌市中央区北 1条西 1丁目） 

＜アクセス＞ 

地下鉄 3路線「大通駅」から徒歩 5分 

各線「札幌駅」から徒歩 9分 ※札幌駅前地価歩行空間と直結 

＜会場の特徴＞ 

札幌市民交流プラザ内に 2018 年 10 月にオープン。 

調査相談・情報提供に特化した「問題解決型図書館」と

して整備された施設で、会場となるサロン部分は、多く

の人が行き交う開放空間。 

＜札幌会場のメインとなるまちづくり団体＞ 

●札幌大通まちづくり株式会社 [都市再生推進法人] 

●札幌駅前通まちづくり株式会社 

●一般社団法人さっぽろ下町づくり社 

 

■福井会場 

リノベーションダンスホール 桃源郷 

（〒910-0006 福井県福井市中央 1丁目 22-7 ニシワキビル 3階） 

＜アクセス＞ 

 各線「福井駅」西口から徒歩 3分 

＜会場の特徴＞ 

まちづくり福井㈱が管理するリノベーション物件の１つ

で、旧ダンスホールだったフロアをリノベーションし、

会場として使用している。 

＜福井会場のメインとなるまちづくり団体＞ 

●まちづくり福井株式会社 [都市再生推進法人] 
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■山口宇部会場 

若者クリエイティブコンテナ（YCCU） 

（〒755-0045 宇部市中央町 3-8-20） 

＜アクセス＞ 

JR 宇部線「宇部新川駅」から徒歩 7分 

＜会場の特徴＞ 

山口大学、宇部市、地域等が協力して管理・運営を実

施。コンテナ前のしばふ広場を含め、民地・市有地を一

体として活用している。 

＜山口宇部会場のメインとなるまちづくり団体＞ 

●若者クリエイティブコンテナ（YCCU） 
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（６） 会場レイアウトの検討 

以下の点に考慮して各会場のレイアウト検討を行った。 

 

東京会場 サテライト会場 

①会議形式ではなく、より一体感を感じら

れるようにステージを囲む形で座席配置 

②400 人程度の参加者を想定 

③同一会場で交流会を実施するため、短時

間での会場転換が可能な配置 

①中継画面を通して会場雰囲気が伝わるよ

う、登壇者のほか参加者も画角に映り込

むように考慮 

②座席数については会場規模に応じて設定 

■東京会場 

＜フロア全体＞ 

  

受付 
ケータリング 

準備 

モデレーター 

コメンテーター 

登壇者控室 

スタッフ荷物置場 

ポスターセッション 
Ｈ30 指定 都市再生推進法人 

ポスターセッション 
Ｈ29 以前指定 

都市再生推進法人 

全 502 席 
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＜ソラシティホール＞ 

 

 

  

受付 

ケータリング 
準備 

モデレーター 

コメンテーター 

全 502 席 

報
道

関
係

者
 

関係者席 

事務局操作席 
関係者席 
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■札幌会場 
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■福井会場 
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■山口宇部会場 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

メインとなる YCCU コンテナ内には、人工芝を敷き、リラックス空間を演出。 

 

 

 

 

 

 

 

 

隣接するカフェ（POLE POLE CAFE）もサブスペースとして開放。 

 

 

 

 

 

 

 

 

  

宇部会場メインスペース 

宇部会場 

サブスペース 



2-1-25 
 

（７） コンテンツの企画 

■ポスターセッション 

これまでの都市再生推進法人等会議では、新たに都市再生推進法人に指定された法人に

ついて、活動内容等を発表する場を設けていたが、それにかわるものとして、シンポジウ

ムと同日開催のポスターセッションを企画。 

平成 30 年 1 月 1日以降に新たに都市再生推進法人に指定された団体及び平成 29 年以前

の指定団体へ、参加呼びかけを行った。 

また、サテライト会場のまちづくり団体については、都市再生推進法人の指定有無に関

わらず紹介パネルの展示を行い、国土交通省の相談ブースも設置した。 

＜企画の狙い＞ 

●都市再生推進法人、または都市再生推進法人の指定を目指す民間まちづくり団体等の

情報交換・共有の場を設ける。 

●まちづくりに興味のある参加者に向けて、実際に活動をしている団体から直接話を聞

くことで今後のまちづくりの参考・きっかけとなる場を提供する。 

＜開催概要＞ 

【 開催日 】平成 31 年 1 月 28 日（月） 

【 時間 】マイクリレーによる活動紹介 13：00～14：00 

      パネル掲示は終日（13：00～20：00） 

【開催場所】メイン会場：東京会場 

御茶ノ水ソラシティ ２Ｆロビー（新規の都市再生推進法人） 

    ２Ｆテラスルーム（29 年以前指定の都市再生推進法人） 

※ポスターセッション開催は東京会場のみ。サテライト会場は、展示パネルの資料を配布 

【参加団体】計 25 団体 

（新規都市再生推進法人：12 団体、29 年以前指定：8団体、サテライト会場：5団体） 

【 発表 】マイクリレーによる各団体

からの発表は、ロビー、テ

ラスルームで同時進行。発

表は 1団体 3分程度。 
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＜出展団体一覧＞ 

新規の都市再生推進法人（平成 30 年指定） ⇒展示場所：ロビー 

1.  株式会社 キャッセン大船渡 岩手県 大船渡市 

2.  株式会社 まちみとラボ 茨城県 水戸市 

3.  公益財団法人 前橋市まちづくり公社 群馬県 前橋市 

4.  川口都市開発 株式会社 埼玉県 川口市 

5.  一般社団法人 竹芝エリアマネジメント 東京都 港区 

6.  一般社団法人 渋谷駅前エリアマネジメント 東京都 渋谷区 

7.  多治見まちづくり 株式会社 岐阜県 多治見市 

8.  一般社団法人 草薙カルテッド 静岡県 静岡市 

9.  栄ミナミまちづくり 株式会社 愛知県 名古屋市 

10.  高蔵寺まちづくり 株式会社 愛知県 春日井市 

11.  一般社団法人 ＴＣＣＭ 愛知県 豊田市 

12.  株式会社 まちづくり大津 滋賀県 大津市 

 

都市再生推進法人（平成 29 年以前指定） ⇒展示場所：テラスルーム 

13.  一般社団法人 荒井タウンマネジメント 宮城県 仙台市 

14.  一般社団法人 美園タウンマネジメント 埼玉県 さいたま市 

15.  一般社団法人 アーバンデザインセンター大宮：UDCO 埼玉県 さいたま市 

16.  
一般社団法人 大手町・丸の内・有楽町地区まちづく
り協議会 

東京都 千代田区 

17.  一般社団法人 新虎通りエリアマネジメント 東京都 港区 

18.  一般社団法人 新宿副都心エリア環境改善委員会 東京都 新宿区 

19.  一般社団法人 グランフロント大阪 TMO 大阪府 大阪市 

20.  桜井まちづくり 株式会社 奈良県 桜井市 

 

地方サテライト会場 ⇒展示場所：テラスルーム 

21.  札幌駅前通まちづくり 株式会社 

北海道 札幌市 22.  札幌大通まちづくり 株式会社 

23.  一般社団法人 さっぽろ下町づくり社 

24.  まちづくり福井 株式会社 福井県 福井市 

25.  若者クリエイティブコンテナ（YCCU） 山口県 宇部市 
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＜ロビー・テラスルーム（ポスターセッション）＞ 
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■トークセッション 

都市における公共的空間の役割・これからの可能性について、これまでの都市再生推進

法人等会議をさらに発展させ、各地の事例をもとに課題や効果を具体化し、さらに次世代

へつなげることを目的として、実例を踏まえたトークセッションを企画した。 

 また、トークセッションの合間には、会場意見を取り入れるためのリアルタイム Web ア

ンケートや、参加者の知見を整理するためのバズセッションを実施するなど会場参加型の

シンポジウムとなるよう、新たな試みにチャレンジした。 

＜企画の狙い＞ 

●公共的空間を核として、どのような組織がどのような制度を活用してどのようにエリ

ア再生を進めているのか、具体例を通して学ぶ機会を提供する。 

●公共的空間を核としたエリア再生について、都市経営に繋がる意識を醸成する。 

●立場の異なる登壇者同士のディスカッションを通して、各々が担うべき役割や取り組

むべき課題を明確にし、今後のまちづくりのきっかけを生み出す。 

＜開催概要＞ 

トークセッションは前半と後半でそれぞれにテーマを持たせて実施。 

前半 後半 

テーマ：今を学ぶ・知る 

内容：サテライト会場からの中継を通し

て、エリア再生のキーとなる「公

共的空間」の具体例・具体アプロ

ーチを共有 

東京会場の役割 

●登壇者より、公共的空間に対するそれぞ

れの立場からの視点でコメント 

●サテライト会場の実践的報告に対する意

見交換 

サテライト会場の役割 

●具体の活動内容や組織体制等についての

実践的報告 

●実践的報告に対するコメンテーターとの

意見交換 

テーマ：未来を語る 

 内容：公共的空間を核とした小さなまち

づくりから、地域課題を解決する

「都市経営」についてディスカッ

ション 

東京会場の役割 

●登壇者より、前半を受け、都市経営に関

してそれぞれの立場からの視点でコメント 

 

 

サテライト会場の役割 

●自団体の体制・役割等とからめて、都市

経営に関して意見交換 

 

 

  



2-1-29 
 

（８） 開催案内・ポスター等の作成 

「官民ボーダーレスまちづくりミーティング」の開催告知及び参加申込みの案内とし

て、開催案内チラシ（A4 両面）、ポスター（A2）を作成。 

＜開催案内チラシ＞ 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

＜ポスター＞ 

 

【作成時のポイント】 

・目を引くデザインとなるよう、鮮やかな

オレンジ色をベースに作成 

・開催案内チラシは、全国多地点同時開催

であることを視覚的に表現するため、日

本地図を配置 
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（９）配布資料 

■次第 

（表面） 
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（裏面） 
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■事前アンケート 

（表面） 
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（裏面）  
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■資料 1  WEB アンケート参加方法 
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■資料 2 東京メイン会場登壇者プレゼンテーション資料 
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スライド非公開 
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■資料 3-1 サテライト会場プレゼンテーション資料 
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■資料 3-2 各地の取組紹介資料（参考） 
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■資料 4 ポスターセッション資料 
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■資料 5 終了後アンケート 

（表面） 
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（裏面） 
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